
読
書
会
読
書
グ
ル
ー
プ
の
た
め
の 

十 
冊 

文 

庫 

目 

録　

 

追 

録 

№

  

　

（
令
和
四
年
度
） 

38

 
　
　

 
 
 
 
 

　
　
　

千
葉
県
立
図
書
館　
　
　

令
和
五
年
三
月
現
在 

  

書 
 

名 
 

・ 
 

著 
 

者 
 

　
　
　

 
 
 
 

　

解　
　

 
 
 
 

　
　
　

 

題

 

お
い
し
い
ご
は
ん
が 

  

料
理
上
手
で
守
っ
て
あ
げ
た
く
な
る
存
在
の
女
性
社
員
・
芦
川
。
食
べ
る
こ
と

 
 
 
 

食
べ
ら
れ
ま
す
よ
う
に 

に
ま
っ
た
く
重
き
を
置
い
て
い
な
い
男
性
社
員
・
二
谷
。
そ
の
同
僚
で
何
事
も
頑

　
　
　
　

高
瀬　

隼
子　

著

張
っ
て
し
ま
う
女
性
社
員
・
押
尾
。
あ
る
日
、
芦
川
が
早
退
の
お
詫
び
に
と
、
職

場
に
手
作
り
ス
イ
ー
ツ
を
差
し
入
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
不
穏
な
ム
ー
ド
が
漂
い
始 

め
る
。｢

食｣

に
対
す
る
違
和
感
を
軸
に
、
わ
か
り
合
え
な
い
人
間
模
様
を
描
く
。

　

第
一
六
七
回 

芥
川
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
刊　

一
五
二
頁　

講
談
社

 

嫌
い
な
ら
呼
ぶ
な
よ 

  

コ
ロ
ナ
禍
の
日
常
を
舞
台
と
し
た
４
編
を
収
録
し
た
短
編
集
。
美
容
整
形
し
た

　
　
　
　

綿
矢　

り
さ　

著

顔
を
同
僚
に
「
い
じ
ら
れ
て
る
」
女
、
素
人
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
へ
の
応
援
が
過
熱

し
て
い
く
女
、
妻
の
親
友
宅
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
不
倫
を
吊
し
上
げ
ら
れ
る
男
。
こ

ぞ
っ
て
被
害
意
識
を
持
ち
、
メ
ー
ル
で
闘
い
合
う
作
家
、
ラ
イ
タ
ー
、
編
集
者
。

「
正
し
さ
」
の
攻
撃
に
も
負
け
ず
、
自
身
の
欲
望
に
忠
実
な
主
人
公
た
ち
を
描
く
。 

　
　
　
　
　
　
　

 

令
和
四
年
刊　

二
〇
七
頁 

　

河
出
書
房
新
社

語
学
の
天
才
ま
で
一
億
光
年 

　

二
五
を
超
え
る
言
語
を
実
際
に
現
地
で
使
い
、『
謎
の
独
立
国
家
ソ
マ
リ
ラ
ン

　
　
　
　

高
野　

秀
行　

著 

ド
』
や
『
西
南
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
密
林
に
消
え
る
』
等
の
著
作
を
刊
行
し
て
き
た

　

　
　
　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
が
、
語
学
の
魅
力
、
ユ
ニ
ー
ク
な
学
習
法
、
語
学
が
少

し
で
も
で
き
る
と
ど
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
の
か
を
現
地
で
の
体
験
や
エ
ピ
ソ
ー
ド

 

を
交
え
紹
介
す
る
。

　
　
　

 

令
和
四
年
刊  

三
三
四
頁　

集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

 

黒
牢
城 

　

時
は
本
能
寺
の
変
を
四
年
後
に
控
え
る
天
正
六
年
。
信
長
に
叛
逆
し
有
岡
城
に

　
　
　
　

米
澤　

穂
信　

著 

立
て
こ
も
っ
た
荒
木
村
重
は
説
得
に
訪
れ
た
織
田
方
の
軍
師
、
黒
田
官
兵
衛
を
と

　

　
　
　

ら
え
て
幽
閉
す
る
。
村
重
が
秘
密
裏
に
打
ち
明
け
る
城
内
で
の
不
可
解
な
事
件
を

 

土
牢
の
囚
人
、
官
兵
衛
が
解
き
明
か
し
て
い
く
戦
国
ミ
ス
テ
リ
小
説
。

　

第
一
六
六
回 

直
木
賞　

第
一
二
回 

山
田
風
太
郎
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
刊　

四
四
五
頁　

K
A

D
O

K
A

W
A

 

生
物
は
な
ぜ
死
ぬ
の
か 

  

遺
伝
子
の
仕
組
み
の
研
究
者
が
、｢

生
物
は
な
ぜ
死
ぬ
の
か
？｣

｢
｢

死｣

を
ど
の

　
　
　
　

小
林　

武
彦　

著

よ
う
に
捉
え
る
べ
き
な
の
か
？｣

と
い
う
疑
問
に
対
し
、｢

タ
ー
ン
オ
ー
バ
ー｣

、｢

進

化｣

、｢
｢

多
様
性｣

等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
生
物
学
的
見
地
か
ら
解
説
。
ア
ン
チ
エ
イ 

ジ
ン
グ
の
最
前
線
や｢

死
な
な
い

｣

と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。　

AI

　

新
書
大
賞
二
〇
二
二 

第
二
位 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
刊　

二
一
七
頁　

講
談
社

 

月
夜
の
森
の
梟 

　

｢

年
を
と
っ
た
お
ま
え
を
見
た
か
っ
た｣

　

長
年
連
れ
添
っ
た
夫
・
藤
田
宜
永
を

      

　

小
池　

真
理
子　

著 

肺
が
ん
で
亡
く
し
た
著
者
は
、
病
と
死
に
ど
う
向
き
あ
い
、
見
送
っ
た
後
ど
の
よ

　

　
　

う
に
過
ご
し
た
の
か
。
季
節
は
流
れ
、
森
は
変
化
し
て
い
く
。
そ
の
日
そ
の
時
の

風
景
、
気
持
ち
、
二
度
と
巡
っ
て
こ
な
い
瞬
間
を
綴
る
。
『
朝
日
新
聞
』
連
載
を

 

単
行
本
化
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
刊  

一
七
二
頁　

朝
日
新
聞
出
版



  
書 

 

名 
 

・ 
 

著 
 

者 
 

　
　
　

 
 
 
 

　

解　
　

 
 
 
 

　
　
　

 

題

 

同
志
少
女
よ
、
敵
を
撃
て 

　

ド
イ
ツ
軍
に
よ
っ
て
母
親
や
村
人
た
ち
を
惨
殺
さ
れ
た
ソ
連
の
少
女
・
セ
ラ
フ

　
　
　
　
　

逢
坂　

冬
馬　

著

ィ
マ
が
主
人
公
。
復
讐
を
決
意
し
た
セ
ラ
フ
ィ
マ
は
、
似
た
よ
う
な
境
遇
に
お
か

れ
た
女
性
だ
け
で
編
成
さ
れ
た
狙
撃
小
隊
に
入
り
、
過
酷
な
訓
練
を
重
ね
る
。
練

度
を
高
め
た
小
隊
は
や
が
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
前
線
へ
…
。
精
密
な
戦 

場
の
描
写
と
と
も
に
狙
撃
小
隊
が
見
つ
め
た
生
と
死
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
描
く
。

　

第
一
一
回 

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
賞　

本
屋
大
賞
二
〇
二
二
大
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
刊　

四
九
二
頁　

早
川
書
房

 

文
に
あ
た
る 

  
人
気
校
正
者
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
集
。
複
数
の
辞
書
を
使
い
分
け
、
疑
い
な
が
ら

　
　
　
　

 

牟
田　

都
子　

著

何
度
も
読
み
、
古
書
店
や
図
書
館
を
巡
り
原
典
に
あ
た
る
。
十
行
足
ら
ず
の
文
章

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
に
四
日
も
か
か
る
と
き
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
読
者
に
誤
り
を

指
摘
さ
れ
る
の
を
想
像
す
る
だ
け
で
胃
が
冷
た
い
手
で
ぎ
ゅ
っ
と
つ
か
ま
れ
た
よ 

う
な
感
覚
に
な
る
。
校
正
の
難
し
さ
と
面
白
さ
、
書
物
に
対
す
る
想
い
を
綴
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
四
年
刊　

二
五
五
頁　

亜
紀
書
房

 

黛
家
の
兄
弟 

　

 

日
本
海
沿
い
に
あ
る
と
思
し
き
架
空
の
神
山
藩
。
代
々
筆
頭
家
老
を
務
め
る

　
　
　
　

砂
原　

浩
太
朗　

著

黛
家
の
三
男
・
新
三
郎
は
大
目
付
の
黒
沢
家
へ
の
婿
入
り
が
決
ま
る
。
と
こ
ろ
が

あ
る
日
、
筆
頭
家
老
の
地
位
を
狙
う
漆
原
内
記
の
策
略
で
黛
家
の
将
来
を
揺
る
が

す
大
事
件
が
起
き
…
。
そ
し
て
舞
台
は
一
三
年
後
、
二
転
三
転
す
る
お
家
騒
動
と

と
も
に
、己
の
無
力
さ
を
つ
き
つ
け
ら
れ
た
若
き
武
士
・
新
三
郎
の
成
長
を
描
く
。 

　

第
三
五
回 

山
本
周
五
郎
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
四
年
刊　

四
一
〇
頁　

講
談
社

 

目
の
見
え
な
い
白
鳥
さ
ん
と
　

｢

目
が
見
え
な
い｣

と｢

美
術
館
が
好
き｣

と
い
う
話
が
頭
の
中
で
つ
な
が
ら
な
い

 

ア
ー
ト
を
見
に
い
く 

ま
ま
、
何
も
知
ら
ず
に
全
盲
の
美
術
愛
好
家
・
白
鳥
さ
ん
と
絵
画
展
を
訪
れ
た
著

             

川
内 

有
緒 

著 

者
は
、
意
識
が
転
換
す
る
よ
う
な
体
験
を
す
る
。｢

見
る｣
と
い
う
こ
と
、
ア
ー
ト

 

の
意
味
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
。
白
鳥
さ
ん
と
ア
ー
ト
を
巡
っ
て
見
え
て
き
た
こ

 
 

と
を
綴
る
。

 

　

二
〇
二
二
年
本
屋
大
賞
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
本
大
賞 

　
　
　
　
　

令
和
三
年
刊　

三
三
五
頁　

集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

 

や
さ
し
い
猫 

　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
ミ
ユ
キ
さ
ん
が
と
八
歳
年
下
の
ス
リ
ラ
ン
カ
人
、
ク
マ
さ

　
　
　
　

 

中
島　

京
子　

著

ん
は
、
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
偶
然
出
会
い
、
惹
か
れ
合
っ
て
い
く
。
娘
の
マ
ヤ

も
『
や
さ
し
い
猫
』
と
い
う
民
話
を
教
え
て
く
れ
た
ク
マ
さ
ん
に
懐
き
、
三
人
で

穏
や
か
な
日
々
が
続
く
は
ず
だ
っ
た
の
だ
が
…
。
入
管
法
に
翻
弄
さ
れ
る
小
さ
な

 

家
族
が
、
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
か
を
描
い
た
長
編
小
説
。

第
五
六
回 

吉
川
英
治
文
学
賞　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
刊　

四
一
〇
頁　

中
央
公
論
新
社

夜
に
星
を
放
つ 

 

　

星
座
の
伝
説
と
各
内
容
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
五
編
を
収
録
し
た
短
編
集
。
亡
く

　
　
　
　
　

 

窪　

美
澄　

著 

な
っ
た
妹
を
想
い
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
を
過
ご
す

、
母
親
の
幽
霊
が
見
え
る
女
子

OL

中
学
生
、
新
し
い
お
母
さ
ん
の
こ
と
を
ま
だ｢

お
母
さ
ん｣

と
呼
べ
な
い
小
学
生
。

 

人
生
に
戸
惑
う
者
た
ち
が
、
再
び
希
望
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
問
う
。

　

第
一
六
七
回 

直
木
賞 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
四
年
刊　

二
二
〇
頁　

文
藝
春
秋

   

※
十
冊
文
庫
の
「
書
名
目
録
」
は
、
千
葉
県
立
図
書
館
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
「
各
種
資
料
リ
ス
ト
」
の
「
十
冊
文
庫
」
の
ペ
ー
ジ
に
目
録
あ
り
） 


